
平成平成平成平成２０２０２０２０年度 地方公営企業会計決算年度 地方公営企業会計決算年度 地方公営企業会計決算年度 地方公営企業会計決算のののの概要概要概要概要

１１１１．．．．事業数事業数事業数事業数

【補足説明】

・減少した１事業は、法非適用企業である徳島市の介護サービス事業（民間譲渡）である。

■地方公営企業の事業数の状況

■地方公営企業の事業数の推移

年度平成
１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 対前年度比較

事業 （Ａ） (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)
水 道 事 業 25 19 19 19 19 0
簡 易 水 道 事 業 24 14 14 14 14 0
交 通 事 業 3 3 3 3 3 0
病 院 事 業 8 7 7 7 7 0
下 水 道 事 業 38 32 32 32 32 0
介護サービス事業 17 10 10 10 9 ▲ 1
そ の 他 15 15 13 11 11 0
合 計 130 100 98 96 95 ▲ 1
（注）各年度の事業数は、年度末の数値であり、建設中の事業を含む。

水道事業

19事業

20.0%

簡易水道事業

14事業

14.7%

交通事業

3事業

3.2%
病院事業

7事業

7.4%

下水道事業

32事業

33.7%

介護サービス事業

9事業

9.5%

その他

11事業

11.6%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

介護サービス事業

その他

事業数
95事業
(100%)

（平成20年度末）

事業数は、平成２０年度末現在、９５事業で、前年度末より１事業減少している。
このうち、地方公営企業法の適用を受け企業会計方式等を用いる法適用企業は３４事

業で、同法の適用を受けない法非適用企業は６１事業となっている。
また、事業数を事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、簡易水道

事業、介護サービス事業、病院事業の順となっている。
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２２２２．．．．職員数職員数職員数職員数

【参 考】

・ 集中改革プラン（平成１７～２２年 」における定員管理の数値目標（本県市町村全体）「 ）

平成１７年４月１日 総職員数 １０，９３６人

平成２２年４月１日 総職員数（目標） ９，９１２人 【１，０２４人 ９．４％減】

■地方公営企業の職員数の状況

■地方公営企業の職員数の推移

(単位：人）

年度 平成
１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 対前年度比較

事業 （Ａ） (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)

水 道 事 業 392 384 365 374 375 1
簡 易 水 道 事 業 39 38 41 36 33 ▲ 3
交 通 事 業 184 180 173 164 150 ▲ 14
病 院 事 業 943 899 764 780 780 0
下 水 道 事 業 178 183 178 164 164 0
介護サービス事業 214 208 211 205 165 ▲ 40
そ の 他 58 56 42 35 31 ▲ 4
合 計 2,008 1,948 1,774 1,758 1,698 ▲ 60

その他

31人

1.8%

介護サービス事業

165人

9.7%

下水道事業

164人

9.7%

病院事業

780人

45.9%

簡易水道事業

33人

1.9%

交通事業

150人

8.8%

水道事業

375人

22.1%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

介護サービス事業

その他

職員数
1,698人
(100%)

職員数（臨時・非常勤職員を含む常時雇用職員数）は、平成２０年度末現在１，６９８
人で、前年度末に比べて６０人、３．４％の減少となっている。

職員数を事業別にみると、病院事業が最も多く、次いで水道事業、介護サービス事業、
下水道事業、交通事業の順となっている。

なお 「新たな地方行革指針」に基づく「集中改革プラン」策定後の状況として、平成、
１７年度末との比較では２５０人、１２．８％の減少となっている。
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３３３３．．．．決算規模決算規模決算規模決算規模

・法適用企業 ３８，６６８百万円（対前年度 ５，００１百万円 １１．５％減）

・法非適用企業 ２１，９４５百万円（対前年度 １，２６０百万円 ５．４％減）

■地方公営企業の決算規模の状況

■地方公営企業の決算規模の推移

病院事業

16,337百万円

27.0%

簡易水道事業

2,163百万円

3.6%

交通事業

1,958百万円

3.2%

水道事業

19,519百万円

32.2%

下水道事業

16,800百万円

27.7%

介護サービス事業

1,676百万円

2.8%

その他

2,160百万円

3.6%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

介護サービス事業

その他

決算規模

60,613百万円

(100%)

区分
年度 平成 平成

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 対前年度比較 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度
事業 （Ａ） (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)

水 道 事 業 16,562 16,561 16,159 18,024 19,519 1,495 0.0 ▲ 2.4 11.5 8.3
簡 易 水 道 事 業 2,338 2,799 2,411 2,123 2,163 40 19.7 ▲ 13.9 ▲ 11.9 1.9
交 通 事 業 2,357 2,169 2,150 2,174 1,958 ▲ 216 ▲ 8.0 ▲ 0.9 1.1 ▲ 9.9
病 院 事 業 14,286 15,895 19,731 22,641 16,337 ▲ 6,304 11.3 24.1 14.7 ▲ 27.8
下 水 道 事 業 19,898 20,632 19,810 17,546 16,800 ▲ 746 3.7 ▲ 4.0 ▲ 11.4 ▲ 4.3
介護サービス事業 2,315 2,399 1,974 1,985 1,676 ▲ 309 3.6 ▲ 17.7 0.6 ▲ 15.6
そ の 他 3,164 3,575 2,423 2,381 2,160 ▲ 221 13.0 ▲ 32.2 ▲ 1.7 ▲ 9.3

合 計 60,920 64,030 64,658 66,874 60,613 ▲ 6,261 5.1 1.0 3.4 ▲ 9.4

（単位：百万円、％）

決　　　算　　　規　　　模 対前年度増減率

　　　法適用企業：総費用－減価償却費＋資本的支出

（注）決算規模の算出は次のとおりとした。

　　　法非適用企業：総費用＋資本的支出＋積立金＋繰上充用金

決算規模（歳出総額）は、６０，６１３百万円で、病院事業のうち徳島市の市民病院新
築工事（第１期工事）完了に伴う建設改良費の減少により資本的支出が減少し、前年度に
比べて６，２６１百万円、９．４％減少している。

また、決算規模を事業別にみると、水道事業が最も多く、次いで下水道事業、病院事業
の順となっており、当該３事業で全体の８６．９％を占めている。
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４４４４．．．．経営状況経営状況経営状況経営状況

・法適用企業 赤字額 １，３５５百万円（対前年度 １，５２９百万円 皆 増 ）

・法非適用企業 黒字額 ３５０百万円（対前年度 ４６百万円 １５．１％増）

【補足説明】

赤字事業の状況（１１事業：７団体）

・水道事業（２事業：三好市、東みよし町） ・簡易水道事業（1事業：牟岐町）

・病院事業（４事業：徳島市、三好市、那賀町、美波町）

・交通事業（１事業：鳴門市） ・市場事業（１事業：徳島市）

・観光施設事業（１事業：徳島市） ・と畜事業（１事業：徳島市）

■地方公営企業全体の経営状況

■地方公営企業全体の経営状況（事業別総収支額）

年度
区分 法適用 法非適用 合計 法適用 法非適用 合計 法適用 法非適用 合計

黒字事業数 24 52 76 25 50 75 1 ▲ 2 ▲ 1
(68.6%) (98.1%) (86.4%) (73.5%) (96.2%) (87.2%)

黒字額 1,190 1,063 2,253 1,183 1,083 2,266 ▲ 7 20 13
赤字事業数 11 1 12 9 2 11 ▲ 2 1 ▲ 1

(31.4%) (1.9%) (13.6%) (26.5%) (3.8%) (12.8%)
赤字額 ▲ 1,016 ▲ 759 ▲ 1,775 ▲ 2,538 ▲ 733 ▲ 3,271 ▲ 1,522 26 ▲ 1,496

総事業数 35 53 88 34 52 86 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 2
収支 174 304 478 ▲ 1,355 350 ▲ 1,005 ▲ 1,529 46 ▲ 1,483

（注）１．事業数は、決算対象事業数（建設中のものを除く）であり、年度末事業数とは必ずしも一致しない。
　　　２．黒字額、赤字額は、法適用企業にあっては純損益、法非適用企業にあっては実質収支による。
　　　３．（ ）は、総事業数（建設中のものを除く）に対する割合。

（単位：事業数、百万円）
１９年度(Ａ) ２０年度（Ｂ） 差引(Ｂ)－(Ａ)

区分
年度 １９年度 ２０年度 差引 １９年度 ２０年度 差引 １９年度 ２０年度 差引

事業 (Ａ) (Ｂ) (Ｂ)-(Ａ) （Ｃ） (Ｄ) (Ｄ)-(Ｃ) （Ｅ） (Ｆ) (Ｆ)-(Ｅ)
水 道 事 業 801 874 73 0 801 874 73
簡易水道事業 0 421 429 8 421 429 8
交 通 事 業 20 91 71 0 20 91 71
病 院 事 業 ▲ 651 ▲ 2,307 ▲ 1,656 0 ▲ 651 ▲ 2,307 ▲ 1,656
下 水 道 事 業 0 328 339 11 328 339 11
介護サービス事業 0 304 309 5 304 309 5
そ の 他 4 ▲ 13 ▲ 17 ▲ 749 ▲ 727 22 ▲ 745 ▲ 740 5

合 計 174 ▲ 1,355 ▲ 1,529 304 350 46 478 ▲ 1,005 ▲ 1,483

（単位：百万円）
法非適用法適用

（注）収支額は、法適用企業にあっては純損益、法非適用企業にあっては実質収支による。

合計

公営企業全体の総収支は、１，００５百万円の赤字となっており、主な要因としては、
病院事業における多額の純損失の発生によるものであり、前年度の４７８百万円の黒字か
ら赤字に転じている。

事業数では、事業を開始している８６事業のうち、黒字は７５事業と全体の８７．２％
（黒字額 ２，２６６百万円）であり、赤字は１１事業（赤字額 ３，２７１百万円）と
なっている。

また、事業別にみると、黒字事業は水道事業、簡易水道事業、交通事業、下水道事業、
介護サービス事業、工業用水道事業、宅地造成事業、駐車場事業の８事業であり、赤字事
業は病院事業、と畜事業、観光施設事業、市場事業の４事業となっている。
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【主な事業の経営状況等】

（１）水道事業の状況

純損益は、８７４百万円の黒字であるが、前年度に比べて黒字額が７３百万円、９．１％

増加している。これは、企業の経常的な採算性を表す指標である経常収支の黒字額が増加し

たことや不能欠損金に係る特別損失が減少したことによる。

経常収益は１２，３９３百万円（対前年度 １９７百万円、１．６％減 、経常費用は１）

１，４９７百万円（対前年度 ２４４百万円、２．１％減）であり、差引の経常収支は８９

６百万円の黒字（対前年度 ４７百万円、５．５％増）となっている。

経常収益減少の主な要因は、節水型社会への移行等による年間有収水量（供給量）の減少

に伴う料金収入の減（１１，６３５百万円：対前年度 １４１百万円、１．２％減）による

、 、 、 （ ，ものであり また 経常費用減少の主な要因は 地方債の繰上償還による支払利息の減少 １

６５６百万円：対前年度 １４３百万円、８．０％減）によるものである。

（２）交通事業の状況

、 、 。純損益は ９１百万円の黒字であるが 前年度に比べて黒字額が７１百万円増加している

これは、徳島市、鳴門市において経常損失が減少（徳島市：５６百万円減、鳴門市：４５百

万円減）したこと等によるものである。

経常収益は１，８３２百万円（対前年度 ８百万円、０．４％減 、経常費用は１，８６）

２百万円（対前年度 １０８百万円、５．５％減）であり、差引の経常収支は３０百万円の

赤字（対前年度 １００百万円、７６．９％減）となっている。

経常費用減少の主な要因は、退職金等の減少による職員給与費の減少（１，１８２百万円

：対前年度 １５５百万円、１１．６％減）によるものである。

（３）病院事業の状況

純損益は、２，３０７百万円の赤字であり、前年度に比べて赤字額が１，６５６百万円、

２５４．４％増加している。これは、徳島市民病院の経常損失が大幅に増加（１，７０８百

万円増）したこと等によるものである。

経常収益は１３，３１２百万円（対前年度 ９８４百万円、８．０％増 、経常費用は１）

５，６４８百万円（対前年度 ２，７５４百万円、２１．４％増）であり、差引の経常収支

， （ ， 、 ． ） 。は２ ３３６百万円の赤字 対前年度 １ ７７０百万円 ３１２ ９％増 となっている

経常収益増加の主な要因は、徳島市民病院の料金収入の増加（５，８８９百万円百万円：

対前年度 ７９７百万円、１５．７％増）によるものであり、また、経常費用増加の主な要

因は、徳島市民病院の新築による減価償却費（１，１３８百万円：対前年度 ９９０百万円

増）や、資産減耗費（１，２７８百万円：対前年度 １，２７７百万円増）の増加によるも

のである。

-23-



（４）下水道事業の状況

実質収支は、３３９百万円の黒字であるが、前年度に比べて黒字額が１１百万円、３．４

％増加している。

収益的収支では、１，６５９百万円の黒字であり、前年度に比べて黒字額が４７百万円、

２．８％減少しているが、これは、当該収支に係る営業費用の増加（１，９３６百万円：対

前年度 ８４百万円、４．５％増）によるものである。これは供用を開始している企業にお

いて維持修繕費が増加しているためである。

一方、資本的収支では、１，６３８百万円の赤字であり、前年度に比べて赤字が２７百万

円、１．６％減少しているが、これは、当該収支に係る一般会計からの繰入金の増加（２，

１６４百万円：対前年度２８７百万円、１５．３％増）によるものである。

（５）観光施設事業の状況

、 、 、 ．純損益及び実質収支は ９８百万円の赤字であり 前年度に比べて赤字額が３百万円 ２

９７％減少している。

当該事業における赤字事業は、徳島市の索道事業（眉山ロープウェイ）であり、平成１８

年度から利用料金制による指定管理者制度を導入し経営改善を図っているが、修繕費等の経

費や減価償却費、支払利息により純損益が赤字の状態である。

（６）と畜場事業の状況

実質収支は、７３３百万円の赤字であるが、前年度に比べて赤字額が２２百万円、２．９

％減少している。当該事業における赤字事業は、徳島市の事業（赤字額７３４百万円）であ

、 （ ． ） 、 （ ．り 地方公共団体財政健全化法の資金不足比率 ４５８ ０％ で 経営健全化基準 ２５

０％）以上に該当している。

■参考：経常収支等の状況

区分
年度 経常収益 経常費用 経常収支 経常収益 経常費用 経常収支 経常収益 経常費用 経常収支

（総収益） (総費用） （収支差引） （総収益） (総費用） （収支差引） （総収益） (総費用） （収支差引）
事業 (A) (B) (A)-(B) (C) (D) (C)-(D)
水 道 事 業 12,590 11,741 849 12,393 11,497 896 ▲ 197 ▲ 244 47
簡易水道事業 1,145 869 276 1,080 822 258 ▲ 65 ▲ 47 ▲ 18
交 通 事 業 1,840 1,970 ▲ 130 1,832 1,862 ▲ 30 ▲ 8 ▲ 108 100
病 院 事 業 12,328 12,894 ▲ 566 13,312 15,648 ▲ 2,336 984 2,754 ▲ 1,770
下 水 道 事 業 5,370 3,664 1,706 5,283 3,624 1,659 ▲ 87 ▲ 40 ▲ 47
介護サービス事業 1,955 1,924 31 1,629 1,612 17 ▲ 326 ▲ 312 ▲ 14
そ の 他 1,374 1,246 128 1,159 1,118 41 ▲ 215 ▲ 128 ▲ 87

合 計 36,602 34,308 2,294 36,688 36,183 505 86 1,875 ▲ 1,789
（注）法適用企業にあっては経常収益・経常費用、法非適用企業にあっては総収益・総費用の数値である。

19年度 20年度 差引（20年度－19年度）
（単位：百万円）
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５５５５．．．．料金収入料金収入料金収入料金収入

・法適用企業 ２４，２５４百万円（対前年度 ５７６百万円 ２．４％増）

・法非適用企業 ４，１６１百万円（対前年度 ２７８百万円 ６．３％減）

【補足説明】

・病院事業 １０，７６２百万円（対前年度 ７３３百万円 ７．３％増）

増加要因は、徳島市の徳島市民病院の入院患者の増加による （９９１百万円増）。

・介護サービス事業 １，４３７百万円（対前年度 ８２百万円 ５．４％減）

、 。（ ）減少要因は 徳島市の介護サービス事業の民間譲渡による 前年度料金収入 ９２百万円

・観光施設事業 １７百万円（対前年度 ８７百万円 ８３．７％減）

減少要因は、美波町の観光施設の民間譲渡による （前年度料金収入 ８５百万円）。

■地方公営企業の料金収入の状況

区分
年度 １９年度 ２０年度 差引 １９年度 ２０年度 差引 １９年度 ２０年度 差引

事業 (Ａ) (Ｂ) (Ｂ)-(Ａ) （Ｃ） (Ｄ) (Ｄ)-(Ｃ) （Ｅ） (Ｆ) (Ｆ)-(Ｅ)
11,776 11,636 ▲ 140 -             -             -             11,776 11,636 ▲ 140
(93.4%) (93.8%) (93.4%) (93.8%)

-             -             -             810 809 ▲ 1 810 809 ▲ 1
(70.7%) (74.9%) (70.7%) (74.9%)

1,301 1,312 11 -             -             -             1,301 1,312 11
(65.4%) (67.2%) (65.4%) (67.2%)
10,029 10,762 733 -             -             -             10,029 10,762 733
(81.3%) (80.6%) (81.3%) (80.6%)

-             -             -             1,780 1,763 ▲ 17 1,780 1,763 ▲ 17
(33.1%) (33.4%) (33.1%) (33.4%)

-             -             -             1,519 1,437 ▲ 82 1,519 1,437 ▲ 82
(77.7%) (88.2%) (77.7%) (88.2%)

572 544 ▲ 28 330 152 ▲ 178 902 696 ▲ 206
(70.4%) (69.5%) (58.9%) (40.3%) (65.7%) (60.0%)

23,678 24,254 576 4,439 4,161 ▲ 278 28,117 28,415 298
(85.4%) (85.1%) (49.2%) (49.7%) (76.5%) (77.1%)

（単位：百万円、％）
合計

交通事業

病院事業

法適用 法非適用

水道事業

簡易水道事業

（注）　（　　）内の数字は、総収益に占める料金収入比率である。

介護サービス事業

その他

合　計

下水道事業

料金収入は、２８，４１５百万円で、各事業とも減少傾向にあるが、病院事業の増加に
より、前年度に比べて２９８百万円、１．１％増加している。
また、料金収入を事業別にみると、水道事業が最も多く、次いで病院事業の順となって

おり、この２事業で全体の７８．８％を占めている。
なお、総収益に占める料金収入比率では、駐車場事業の９９．６％や水道事業の９３．

８％が高く、一方、下水道事業は３３．４％と最も低くなっている。
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６６６６．．．．企業債企業債企業債企業債
（（（（１１１１））））企業債発行額企業債発行額企業債発行額企業債発行額

・うち法適用企業 ８，２７０百万円（対前年度 ４，０５９百万円 ３２．９％減）
・うち法非適用企業 ６，５１８百万円（対前年度 ６１１百万円 ８．６％減）

【補足説明】
・水道事業 ４，９８０百万円（対前年度 １，９１７百万円 ６２．６％増）

増加要因は、徳島市の浄水施設改良及び第４期拡張事業による （１，４３１百万円増）。
・病院事業 ３，２５８百万円（対前年度 ５，９３０百万円 ６４．５％減）

、 （ ） 。（ ， ）減少要因は 徳島市の市民病院新築工事 第１期工事 完了による ５ ９６６百万円減
・交通事業 ３２百万円（対前年度 ４６百万円 ５９．０％減）

減少要因は、徳島市の徳島駅前バス乗降所改築工事の完了による （４６百万円減）。

■地方公営企業の企業債発行額の状況

■地方公営企業の企業債発行額の推移

年度

平成 平成
１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 対前年度比較 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

事業 （Ａ） (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)

水 道 事 業 2,559 2,469 2,201 3,063 4,980 1,917 ▲ 3.5 ▲ 10.9 39.2 62.6
簡 易 水 道 事 業 494 805 411 401 479 78 63.0 ▲ 48.9 ▲ 2.4 19.5
交 通 事 業 149 44 29 78 32 ▲ 46 ▲ 70.5 ▲ 34.1 169.0 ▲ 59.0
病 院 事 業 415 2,532 5,682 9,188 3,258 ▲ 5,930 510.1 124.4 61.7 ▲ 64.5
下 水 道 事 業 6,539 7,265 7,234 6,728 6,039 ▲ 689 11.1 ▲ 0.4 ▲ 7.0 ▲ 10.2
介護サービス事業 89 170 0 0 0 0 91.0 皆減 - -
そ の 他 230 8 9 0 0 0 ▲ 96.5 12.5 皆減 -

合 計 10,475 13,293 15,566 19,458 14,788 ▲ 4,670 26.9 17.1 25.0 ▲ 24.0

（注）企業債発行額には、前年度同意・許可債で当年度収入分及び借換債を含み、当年度同意・許可債で未収入分は含まない。

（単位：百万円、％）
企業債発行額 対前年度増減率

水道事業

4,980百万円

33.7%
下水道事業

6,039百万円

40.8%

簡易水道事業

479百万円

3.2%

交通事業

32百万円

0.2%

病院事業

3,258百万円

22.0%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

企業債発行額

14,788百万円

      (100%)

建設投資の財源である企業債発行額は、１４，７８８百万円で、水道事業では徳島市の
拡張事業等により増加している一方、病院事業で徳島市民病院新築工事（第１期工事）の
完了による大幅な減少により、企業債発行額全体としては、前年度に比べて４，６７０百
万円、２４．０％減少している。

また、企業債発行額を事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、病院
事業の順となっており、当該３事業で全体の９６．５％を占めている。
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（（（（２２２２））））企業債現在高企業債現在高企業債現在高企業債現在高

・うち法適用企業 ８７，８９０百万円（対前年度 ４，０７０百万円 ４．９％増）

・うち法非適用企業 ９５，３７９百万円（対前年度 １，１３７百万円 １．２％増）

【補足説明】

・病院事業 ２４，９６５百万円（対前年度 ２，３４３百万円 １０．４％増）

増加要因は、徳島市の市民病院新築工事による （２，６２８百万円増）。

・水道事業 ６０，９４０百万円（対前年度 ２，００１百万円 ３．４％増）

主な増加要因は、徳島市の水道事業の第４期拡張事業等による （２，０７１百万円増）。

・下水道事業 ８４，６２１百万円（対前年度 １，７８３百万円 ２．２％増）

、 。（ ， ）主な増加要因は 旧吉野川流域下水道建設事業の建設推進による １ ５６８百万円増

■地方公営企業の企業債現在高の推移

区分
年度平成 平成

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 対前年度比較 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度
事業 （Ａ） (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)

水 道 事 業 59,877 60,017 59,597 58,939 60,940 2,001 0.2 ▲ 0.7 ▲ 1.1 3.4
簡 易 水 道 事 業 10,015 10,396 10,263 9,471 9,076 ▲ 395 3.8 ▲ 1.3 ▲ 7.7 ▲ 4.2
交 通 事 業 507 497 461 492 468 ▲ 24 ▲ 2.0 ▲ 7.2 6.7 ▲ 4.9
病 院 事 業 7,006 9,077 14,221 22,622 24,965 2,343 29.6 56.7 59.1 10.4
下 水 道 事 業 71,700 76,450 80,580 82,838 84,621 1,783 6.6 5.4 2.8 2.2
介護サービス事業 1,050 998 1,018 965 904 ▲ 61 ▲ 5.0 2.0 ▲ 5.2 ▲ 6.3
そ の 他 4,214 3,766 3,310 2,735 2,295 ▲ 440 ▲ 10.6 ▲ 12.1 ▲ 17.4 ▲ 16.1

合 計 154,369 161,201 169,450 178,062 183,269 5,207 4.4 5.1 5.1 2.9

企　業　債　現　在　高 対前年度増減率
（単位：百万円、％）

59,877

10,015

7,006

71,700

60,017

10,396

9,077

76,450

59,597

10,263

14,221

80,580

58,939

9,471

22,622

82,838

60,940

9,076

24,965

84,621

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

180000

200000

（百万円）

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 （年度）

その他

介護サービス事業

下水道事業

病院事業

交通事業

簡易水道事業

水道事業

183,269

169,450

178,062

161,201
154,369

企業債現在高は、１８３，２６９百万円で、病院事業における徳島市の市民病院新築工
事や水道事業及び下水道事業の事業推進により増加しており、前年度に比べて５，２０７
百万円、２．９％増加している。

また、企業債現在高を事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、病院
事業の順となっており、当該３事業で全体の９３．０％を占めている。
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７７７７．．．．他会計繰入金他会計繰入金他会計繰入金他会計繰入金

・うち法適用企業 ３，４４４百万円（対前年度 ２６百万円 ０．８％増）
・うち法非適用企業 ７，０６４百万円（対前年度 １８百万円 ０．３％増）

【補足説明】
・介護サービス事業 ２０２百万円（対前年度 ２３１百万円 ５３．３％減）

主な減少要因は、徳島市の介護サービス事業の民間譲渡による廃止（前年度繰入金１６８
百万円 、海陽町の指定管理者制度導入による費用抑制による （対前年度２２百万円） 。
６６．７％減）

・下水道事業 ５，６５９百万円（対前年度 ２９８百万円 ５．６％増）
主な増加要因は地方債の償還に係る資本的収支への繰入増加によるものである。

地方公営企業への他会計繰入金の状況■

地方公営企業への他会計繰入金の推移■

区分
年度 平成

１９年度 ２０年度 増減額 １９年度 ２０年度 増減額 １９年度 ２０年度 増減額
事業 (Ａ) (Ｂ) (Ｂ)-(Ａ) （Ｃ） (Ｄ) (Ｄ)-(Ｃ) （Ｅ） (Ｆ) (Ｆ)-(Ｅ)
水道事業 106 135 29 443 378 ▲ 65 549 513 ▲ 36
簡易水道事業 291 253 ▲ 38 551 600 49 842 853 11
交通事業 538 523 ▲ 15 5 19 14 543 542 ▲ 1
病院事業 1,776 1,960 184 395 283 ▲ 112 2,171 2,243 72
下水道事業 3,484 3,495 11 1,877 2,164 287 5,361 5,659 298
介護サービス事業 381 147 ▲ 234 52 55 3 433 202 ▲ 231
その他 298 287 ▲ 11 267 209 ▲ 58 565 496 ▲ 69
合　計 6,874 6,800 ▲ 74 3,590 3,708 118 10,464 10,508 44

合計収益的収入への繰入金 資本的収支への繰入金
（単位：百万円）

（注）１．収益的収入への繰入金には、特別利益のうち他会計繰入金を含んでいる。
　　　２．資本的収入への繰入金には、他会計借入金を含んでいる。

486

707

556

1,802

6,199

261
697

517

670
500

1,908

6,033

320
743

375

709

506

3,359

5,673

401
509

549

842

543

2,171

5,361

433
565

513

853

542

2,243

5,659

202

496

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（百万円）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 （年度）

その他

介護サービス事業

下水道事業

病院事業

交通事業

簡易水道事業

水道事業

10,50810,464
11,532

10,69110,708

他会計繰入金は、１０，５０８百万円で、前年度に比べて４４百万円、０．４％の微増
となっている。

収益的収入への繰入金は、６，８００百万円で、前年度に比べて７４百万円、１．１％
減少し、資本的収入への繰入金は、３，７０８百万円で、前年度に比べて１１８百万円、
３．３％増加している。

また、他会計繰入金を事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで病院事業の順
となっており、当該２事業で全体の７５．２％を占めている。
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８８８８．．．．累積欠損金累積欠損金累積欠損金累積欠損金

【補足説明】

・病院事業 １０，１５８百万円（対前年比 ２，２８９百万円 ２９．１％増）

主な増加要因は、徳島市の病院事業（純損失２，１９９百万円）において徳島市民病院

新築により減価償却費、資産減耗費の増加により、純損失が増加したため。

・水道事業 １４４百万円（対前年比 ３４百万円 １９．１％減）

主な減少要因は、阿南市、美馬市の水道事業が累積欠損金を解消したため。

■累積欠損金を有する事業の状況
（単位：百万円）

事 業 市町村名 累積欠損金 増 減 増減率(％ )

水 道 事 業 三好市 144 ▲ 34 ▲ 19.1

交 通 事 業 徳島市、鳴門市 786 ▲ 84 ▲ 9.7

10,158 2,289 29.1病 院 事 業
徳島市、三好市、那賀町

美波町、海陽町、つるぎ町

観光施設事業 徳島市 1,788 6 0.3

宅地造成事業 徳島市 4 ▲ 12 ▲ 75.0

合 計 １１事業（７団体） 12,880 2,165 20.2

542

1,215

7,127

1,541

141

1,280

7,523

1,588

107
882

7,459

1,702

178

870

7,869

1,798

144

786

10,158

1,792

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000
（百万円）

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 （年度）

■累積欠損金の推移

その他

病院事業

交通事業

水道事業

12,880

10,715
10,15010,53210,425

、 （ ）企業会計方式の法適用企業において 営業活動によって生じた各事業年度の損失 赤字
， 、 ， 、額を累積した累積欠損金は１２ ８８０百万円であり 前年度に比べて２ １６５百万円

２０．２％増加している。
累積欠損金を有する事業数は、法適用企業３４事業中１１事業であり、前年度の１４事

業から３事業（水道事業２事業減、観光事業１事業減）減少している。
累積欠損金を事業別にみると、病院事業が最も多く、次いで観光施設事業、交通事業の

順となっている。
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９９９９．．．．不良債務不良債務不良債務不良債務

【補足説明】

・病院事業 ７３百万円（対前年比 ２，０９４百万円 ９６．６％減）

徳島市の事業において、公立病院特例債（２，１７０千円）を発行し、流動負債を固定負

債にしたため、前年度から大幅に不良債務が減少している。

・観光施設事業 ２，３２０百万円（対前年比 １９３百万円 ９．１％増）

徳島市の索道事業（眉山ロープウェイ）において、長年にわたる利用客の低迷による経常

収支の赤字や地方債の償還などにより、不良債務を有している。
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■不良債務の推移

観光施設事業

病院事業

交通事業

2,393

4,294

4,103

4,442

3,898

企業会計方式の法適用企業において、資金の不足額を示す不良債務（流動資産－流動
負債）は２，３９３百万円であり、前年度に比べて１，９０１百万円、４４．３％減少し
ている。

不良債務を有する事業数は、法適用企業３４事業中２事業（病院事業、観光施設事業）
であり、前年度と変動はない。
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平成平成平成平成２０２０２０２０年度決算年度決算年度決算年度決算にににに基基基基づくづくづくづく県内市町村県内市町村県内市町村県内市町村のののの健全化判断比率等健全化判断比率等健全化判断比率等健全化判断比率等についてについてについてについて

平成２１年９月３０日時点

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、県内市町村等が算定した平成２０年度
決算に係る「健全化判断比率（４指標 」及び「資金不足比率」の状況（暫定値）は、以下のと）
おりです。

■ 健全化判断比率の各指標において、早期健全化基準以上に該当する市町村はありません。

■ 資金不足比率において、経営健全化基準以上に該当する公営企業会計は１会計で、徳島市
の徳島市立食肉センター事業特別会計です。

なお、上記会計については、平成２１年度中に議会の議決を経て「経営健全化計画」を定
めなければなりません。

１ 健全化判断比率（４指標）の状況【全２４市町村】

（１）実質赤字比率
小松島市が実質赤字団体となっていますが、早期健全化基準を下回っています。

実質赤字のある市町村 早期健全化基準 財政再生基準

小松島市 ６．７８％ １１．２５～１５％ ２０％
（小松島市１３．６１％）（赤字額 583,379千円）

（２）連結実質赤字比率
全ての市町村において、連結実質赤字額はありません。

（３）実質公債費比率
全ての市町村において、早期健全化基準を下回っています。
なお、地方債の発行が許可となる１８％以上に該当するのは、５市町村です。
（１８％以上の市町村：小松島市、佐那河内村、那賀町、海陽町、東みよし町）

本県市町村の状況 早期健全化基準 財政再生基準

・最高 佐那河内村 ２３．２％
・最低 松茂町 ５．８％ ２５％ ３５％
・県内平均 １２．８％（加重平均）

（４）将来負担比率
全ての市町村において、早期健全化基準を下回っています。

本県市町村の状況 早期健全化基準

・最高 小松島市 １８２．５％
・最低 阿南市ほか６町村 ０．０％ ３５０％
・県内平均 ８２．０％（加重平均）

２ 資金不足比率の状況【２４市町村と一部事務組合の全９６会計】
資金不足比率のある公営企業会計は２会計あり、うち徳島市の徳島市立食肉センター事業

特別会計が、経営健全化基準以上に該当しています。

団体・特別会計名 資金不足比率 経営健全化基準

徳島市 徳島市立食肉センター事業特別会計 ４５８．０％
２０％

徳島市 徳島市病院事業会計 １．１％
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　　　　（単位：％）

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

徳島市 － (－) － (－) 8.7 (13.3) 124.6 (115.3)

鳴門市 － (－) － (－) 13.9 (13.1) 162.7 (169.8)

小松島市 6.78 (6.78) － (－) 20.7 (19.9) 182.5 (188.0)

阿南市 － (－) － (－) 12.3 (12.3)       － (－)

吉野川市 － (－) － (－) 15.0 (14.6) 119.1 (127.6)

阿波市 － (－) － (－) 11.7 (12.3) 73.7 (89.0)

美馬市 － (－) － (－) 16.8 (17.2) 125.6 (145.1)

三好市 － (－) － (－) 17.4 (17.1) 120.3 (145.8)

勝浦町 － (－) － (－) 17.8 (20.9) 38.0 (45.2)

上勝町 － (－) － (－) 9.7 (10.0)       － (－)

佐那河内村 － (－) － (－) 23.2 (22.2)       － (－)

石井町 － (－) － (－) 11.1 (13.1)       － (2.1)

神山町 － (－) － (－) 10.6 (11.0)       － (－)

那賀町 － (－) － (－) 20.2 (21.3) 46.4 (80.2)

牟岐町 － (－) － (－) 7.5 (6.8) 68.2 (83.2)

美波町 － (－) － (－) 12.2 (13.3) 42.9 (43.5)

海陽町 － (－) － (－) 18.5 (19.0) 56.2 (82.6)

松茂町 － (－) － (－) 5.8 (6.6)       － (－)

北島町 － (－) － (－) 6.9 (7.0)       － (－)

藍住町 － (－) － (－) 9.9 (10.4) 20.2 (36.4)

板野町 － (－) － (－) 12.6 (12.8) 54.3 (68.4)

上板町 － (－) － (－) 12.8 (12.8) 90.7 (110.4)

つるぎ町 － (－) － (－) 14.9 (15.8) 78.9 (101.5)

東みよし町 － (－) － (－) 19.2 (19.9) 117.6 (124.1)

市平均 14.6 (15.0) 113.6 (122.6)

町村平均 13.3 (13.9) 38.3 (48.6)

市町村平均（単純） 13.7 (14.3) 63.4 (73.3)

市町村平均（加重） 12.8 (14.1) 82.0 (88.4)

備考

３　市平均、町村平均は、単純平均を用いている。

１　各指標において、比率がない場合は「－」と記入している。

２　各指標の（ ）内の数値は、昨年度の比率である。

実質赤字比率

平成２０年度決算に基づく県内市町村の健全化判断比率について

健全化判断比率

市町村名
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（参考）「健全化判断比率等」について

１ 実質赤字比率・・・一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

一般会計等の実質赤字額
実質赤字比率＝

標準財政規模

※標準財政規模・・・地方公共団体の一般財源（地方税、地方譲与税、普通交付税等）の標準規模

２ 連結実質赤字比率・・・全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模
に対する比率

連結実質赤字額
連結実質赤字比率＝

標準財政規模

３ 実質公債費比率・・・一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に
対する比率

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－
（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

実質公債費比率＝
（３カ年平均） 標準財政規模 －（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算

入額）

※準元利償還金とは、
・一般会計等から特別会計への繰出金のうち、公営企業債の償還に充てたもの
・一部事務組合等が起こした地方債の償還に充てたもの
・債務負担行為に基づく支出のうち、公債費に準ずるもの
・一時借入金の利子 等の合計額

４ 将来負担比率・・・一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る
基準財政需要額算入見込額）

将来負担比率＝
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

※将来負担額とは、
・一般会計等の地方債現在高
・債務負担行為に基づく支出予定額
・公営事業（企業）会計に係る地方債の償還に充てる一般会計等からの繰入見込額
・組合等が起こした地方債の償還に係る負担等見込額
・退職手当支給予定額に係る一般会計等負担見込額 等の合計額

５ 資金不足比率・・・公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率

資金の不足額
資金不足比率＝

事業の規模
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